
高梁市有漢地域の学校再編準備委員会（第５回） 会議録（概要） 

日時 令和２年１０月１５日（木） 

 午後７時～午後８時１０分 

場所 有漢保健センター２階 会議室 

 

○委員 出席１７名 欠席３名 

○オブザーバー 出席２名 

 

１．開会 

２．会長あいさつ 

３．協議事項 

会長 （１）有漢地域の学校再編に係る確認事項（案）の「１ 義務教育学校の設置

時期及び設置場所」について、事務局から説明を願う。 

事務局 

 

（１）有漢地域の学校再編に係る確認事項（案）の「１ 義務教育学校の設置時

期及び設置場所」について 

～資料により説明～ 

会長 

 

「１ 義務教育学校の設置時期及び設置場所」について、何か意見等はある

か。 

 

なければ「２ 有漢東小学校と有漢西小学校の統合時期及び統合場所」に

ついて、事務局から説明を願う。 

事務局 （１）有漢地域の学校再編に係る確認事項（案）の「２ 有漢東小学校と有漢西

小学校の統合時期及び統合場所」について 

～資料により説明～ 

会長 

 

「２ 有漢東小学校と有漢西小学校の統合時期及び統合場所」について、

何か意見等はあるか。 

 

なければ「３ 教育環境の整備」について、事務局から説明を願う。 

事務局 （１）有漢地域の学校再編に係る確認事項（案）の「３ 教育環境の整備」につい

て 

～資料により説明～ 

会長 

 

委員 

 

事務局 

「３ 教育環境の整備」について、何か意見等はあるか。 

 

スクールバスの運行で、対象範囲の想定はあるか。 

 

高梁市のスクールバスの条例には、統合により通学距離が遠距離となる児童
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及び生徒のためと書いてある。 

具体的な距離が示されているわけではないという状況。詳細については、こ

の大きな会の場ではなく、このあと提案もあると思うが、バスや登校の方法につ

いて専門的に話し合う機会の中で話が出来ればよいと思う。 

はっきりとしたことは言えないが、地図を見たり、車で走ってみて検討している

ところである。 

 

スクールバスは、どういう運行方法になるのか。聞くところによると、路線バスを

使用するのか、有漢の業者に頼むのかその辺がわからないのでお聞きしたい。 

 

これについてもはっきりとしたことは言えないが、例えばスクールバスを用意し

て走らせるというイメージで考えている。 

詳しく調べる必要はあるが帰りの便については、低学年と高学年で下校時間

がずれることにより複数の便を準備する必要があるかもしれない。 

例えば、そうした場合に時間があえば１便は路線バスを使うことも考えながら、

一番子ども達にとって負担のない形を詰めていかないといけない。 

 

さきほどのスクールバスの説明では、新規に通学が困難になった場合という

話だった。 

現行で有漢東小学校に通っている児童で、距離数は新規に通学が困難に

なった児童よりも遠くなることが想定されるが、その児童はどのようにカバーして

もらえるのか。 

新たにスクールバスの対象となった児童と同じ基準でスクールバスの対象に

なるか。 

 

いろいろな想定をしながら詰めていく必要があるが、基本今の有漢東小学校

に通っている子ども達は現状のままということも考えられると思うし、バスの路線

によっては対象になることも考えられるかもしれない。 

ここで明確に答えることはできない。 

 

線引きによっては不公平感が生まれると思うが。 

 

そういうことも考えられると思う。 

 

今後考えていただきたい。 

 

「（１）教職員の配置」で令和４年に小学校が統合するということで、来年度の

時点で教職員の配置が変わるのか。 

東小学校は、複式解消が必要だと思うが、西小学校の配置も変わるのか。 

 

現在西小学校は複式の状態にはなっていないと思う。東小学校は、令和４年

度から統合する場合、令和３年度には複式解消が出来ればよいと思っている。 

はっきりとしたことは言えないが、関係機関にお願いや働きかけを行ってい



 

 

 

る。その結果がどうなるかはわからないが、努力していきたいと考えている。 

西小学校については、複式解消の状態を継続していく。西小学校を大きく変

更することは想定していない。 
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スクールバスのこと以外にも、令和４年度に東小学校に西小学校が統合す

る、令和７年度には新校舎ができて新しい形で進んでいくという中で、まだまだ

細々したことを決めていく必要があるが、この準備委員会で協議することは、ほ

ぼ終了したと思う。 

別の組織というか会でスクールバスのことも含めて協議していく必要があると

思う。 

今回のこの確認事項も含めて、この統合に係る具体的な準備委員会での協

議は、昨年８月２６日に要望書を提出したことに対して、ほぼ満額回答がでた。 

準備委員会の協議をする役目は終わったと考えている。 

ただ、できたら令和４年度からの学校名、校章、校歌について、もし意見があ

れば伺いたいと思う。 

 

令和４年から７年で使う学校名ということか。 

 

普通に考えれば有漢小学校。もしくは有漢東小学校。 

 

有漢東小学校が残るなら何も変える必要はない。 

 

そのとおり。有漢東小学校のままなら校歌も校章もすべて有漢東小学校のま

まという案がひとつと、今の西と東に分かれる前の有漢小学校が存在していた

ので、その当時の校歌、校章を復活させる幻の３年間というのもひとつの案とし

てある。 

もうひとつはないと思うが、有漢西小学校にしてほしいという案。これはないと

思うので、有漢小学校と有漢東小学校の２案だと個人的には思う。 

 

３年間のためだけに校章や校歌、制服も考えなければならないと思う。 

 

その辺は後日協議したい。とりあえず学校名を決めたい。 

 

東小学校に西小学校の児童が全員転校するということでも。 

 

それももちろん、ひとつの案としてある。 

 

それが一番手がいらないというか、東小学校のままなので。 

 

西小学校の保護者が納得するかどうか。 

 

旧有漢村、上有漢村の時代に西小学校は有漢小学校で東小学校は上有

漢小学校だった。 
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私が３年生まで有漢小学校で統合により西小学校になった。校歌もまだかす

かに覚えている。 

 

東小学校という形が手っ取り早いと思う。ただ西小学校の保護者に負担にな

らないようにしてほしい。要するに服はそのままだったらよい。東はそのままだか

らよいが、西は新たに購入するというのは困る。 

 

東小学校にして、西小学校の校章でも３年間は問題ないといえばそれでよい

と思う。そのあたりに校名がかかわってくる。 

 

有漢小学校にして令和７年度からもその名前を使い続けることはできない

か。 

 

義務教育学校になるので、それはできない。例えば有漢学園とかになる。 

 

それなら東小学校の方が。 

 

では、有漢東小学校が良さそうか。 

 

それなら西小学校の保護者の意見を聞いた方がよい。 

 

３年後また新しい学校名になるのなら、初めから新しい学校名が使えないの

か。 

 

令和７年度からの学校名を令和４年度から使うということか。 

 

義務教育学校として令和７年度からスタートすることになっているので、仮称

で有漢学園とか有漢義務教育学校が校名になると思う。 

義務教育学校の学年によって何部というような呼び方はあるが、小１から中３

までが一つの学校になるので小学校、中学校という名称は使えない。 

 

例えば有漢学園になったら新たに作ることになるからそれは当然だと思う。 

それまでは移行期間だからどこまでを許容するかの話になる。 

学校名は１つで校章が２つあってもよいと思うので、そういう折衷案を決めれ

ばよいと思う。 

西小の多くの人たちだけが妥協しなければならないようなことではなく、東小

のひとも一緒に作っていくという作り方をしたほうがよいと思う。 

 

有漢小学校案がよいと。 

 

その場合はたった３年間でも校歌は必要になる。私たちが進めてきた流れか

ら言うと、どちらかに寄り添うという考え方は間違っていると思う。 
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そういった意見ももちろんあると思う。 

東か有漢小学校か、アンケートをとるか。 

 

仮に有漢学園にしたら。 

 

小学生の教育を行う施設なので小学校という名称だと思う。その辺はどうか。 

 

有漢学園小学校ではどうか。それをするための準備で東に行くのでは？ 

東に行く時点で有漢学園の意図が決まっている。 

 

法令まで全部詳しくはわからないが、小学校、中学校という括りはあるので、

有漢学園を使うのであれば有漢学園その後に小学校が付くと思う。 

 

それでよい、あとで小学校を消せばよい。 

有漢学園小学校でよいのでは。 

 

この場での案もそうだが、校名、校歌、校章やそれ以外にも令和４年度まで

に決めるべきことがたくさんある。ＰＴＡの組織、閉校式や開校式など。 

この会でも意見は聞くが、教育環境を考える会やこども園から中学校までの

保護者の意見をしっかり聞いて決めていかなければならないと思う。 

決定権は行政にあるのかもしれないが、それに向けた案は協議して出す必

要があるので、意見は聞かせてもらいたい。 

先ほど校名は文部科学省に聞いてみないとわからないということだったが、そ

の結果有漢学園という方向に進むのであれば、これ以上この準備委員会を開く

必要はないと考える。 

 

有漢学園でＯＫであれば市として考えてもらい、駄目な場合は保護者から東

小学校でよいのではという意見もあったのでもう一度保護者に聞く。 

有漢東か有漢小学校の選択肢しかないと思うので、保護者の多数決で決め

るのがよいと思うがどうか。 

 

それでよいと思う。みなさんはどうか。 

 

有漢学園小学校でよいのでは。 

 

文部科学省に聞くのは「有漢学園小学校」と「有漢学園」のどちらについて

か。 

 

有漢学園小学校なら問題ない。 

 

有漢学園小学校なら誰も反対する理由はない。 

 

有漢学園小学校が候補になっているのは、義務教区学校の名称が有漢学
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園に決定したという前提になっている。 

 

有漢義務教育学校か有漢学園の選択肢しか思い浮かばないが、この２つが

考えられる。有漢学園でＯＫなら有漢学園小学校でよいと思う。 

 

有漢学園という名称が確定している前提で進めているが、そこをまず議論す

る必要がある。 

 

有漢学園という名称が適当でないという委員はいるか。 

有漢学園に反対の意見があるのであれば使えないが、そうでなければ有漢

学園でよいと思う。反対の方はいるか。 

反対の方はいないので、この会では有漢学園に決定する。 

 

今、有漢学園小学校という案が出て、有漢学園という名称がそのまま使える

可能性が高いということでよいか。 

 

義務教育学校の名称を有漢学園にするのであれば、有漢学園小学校にす

る。 

 

この会の総意として、最終的に有漢学園という名称になってほしい、だから有

漢学園小学校にしたいということを決定すればよいと。 

それに異議のある方がいるかを聞けばよい。 

 

それを聞き、異議はなかったので、この会では有漢学園小学校に決定する。 

 

それでは、３番のところ以外にもたくさんの問題があるが、大枠では了承いた

だいた。 

今後は、統合や義務教育学校の設置に向けて、スクールバスやＰＴＡの組織

運営、学校間の調整として制服や備品、教育目標など、保護者や教職員のみ

なさんに話し合っていただきたい。 

具体的な検討はお任せした方がよいと思うが、委員のみなさんのご意見はい

かがか。 

 

補足説明をすると、内容によってＰＴＡで協議してもらうなどそれぞれで決め

てもらうので、この会では一旦協議を終了するがよいか。 

 

基本的にはそれでよいと思う。 

ここから後はＰＴＡや行政、教職員の方々で進める。 

ただ、我々町民の意見を基に有漢町の教育をどう作るのかを考えてきた流れ

や、今後の有漢町を発展させていくためにも義務教育学校形式のものが必要

だということを考えてきた流れから、その３者だけで進めるのではなくそれ以外の

意見を聞くための組織は考えないのか。 
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市長、教育長への要望書も教育環境を考える会、それぞれの校園の保護者

の代表、まちづくり協議会連名で提出し、その要望にほぼ沿う形で回答があっ

た。この準備委員会はその要望の中で作られた組織で、この準備委員会が解

散するか休止するかは議論すればよいと思うが、教育環境を考える会は残って

いる。 

地域と一緒にこのことを進めていくということはこれから先も続いていくので、

その辺は問題ないと思う。 

 

例えば教職員の方がスクールバスや教職員の構成について協議する。保護

者の方は、自分達の子どものことを考えて、こういう学校であってほしいという要

望を出す。そういうことは理解できるし、それがなければならないと思う。 

教育環境を考える会での意見を行政側に聞いてもらえるのか。 

今後作られていく学校に対する意見を集約してもらえるのか。 

 

教育環境を考える会でも何回か議論したと思うが、学校の特色、２つの小学

校が統合しても小規模校であることは変わらないので、小規模でなければでき

ないこと結構積み重ねて協議してきたと思う。 

そういうことを現場で活かしてもらうことは一番大事だと思う。 

有漢地域の伝統や文化をゲストティーチャーとして教えるということは、今まで

以上に取り組んでもらいたい。そういうことの提案は教育環境を考える会でどん

どんやっていかなければならないことだと思う。 

その辺の吸い上げは十分できると思うが、コミュニティスクールとの絡みもある

と思う。 

 

具体的な検討は、保護者の方等にお任せするのがよいと思うが、他に何か

意見等はあるか。 

それでは、今後は統合に向けた具体的な内容について、保護者と教職員の

みなさんを中心に協議してもらいたいと思うので、よろしくお願いしたい。 

後、事務局から何かあるか。 

 

本日の確認事項については議会へ報告する。 

必要な事項については３月議会で議決をいただけるよう進めていきたいと考

えている。 

また、今後の統合に向けた具体的な協議については、固定の委員等を決め

ずに、個別具体の内容に応じて関係者の方に集まって考えてもらいたいので、

よろしくお願いしたい。 

 


